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令和６年度第２回広島県独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構 
運営協議会中国職業能力開発大学校 
附属福山職業能力開発短期大学校部会開催概要 

 
１ 開催日時 令和７年１月３０日（木）１５時００分～１６時３０分 
 
２ 開催場所 福山職業能力開発短期大学校 大会議室 
 
３ 協議内容 
（１）説明事項及び説明内容 
   イ 令和６年度事業実施状況について 
   ロ 令和７年度事業実施計画について 
   ハ その他 
               
（２）主な質問及び意見  
   資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。主な意見等 

は以下のとおり。 
 

・ 応募者数の減少傾向について 
・ 高校生の四年制大学への志向が続いている中、早期に合格者を出す動きもあると 
聞いている。状況を受けて、大学中退者等もターゲットにした効果的な広報の方向 
を検討している。 

 
・ 福山校は専門性や就職への強みが長所なので、特に専門学校希望者には勧めてい 
る。 

 
・ 専門性の競合の懸念も理解できるが、福山校は地域企業との連携が優れていると

考えている。過度に自制しなくても良いのではないか。 
 
・ ＡＩやＤＸといった専門性について、現場の業務効率化につながる方向を目指し

ている。外部講師によるＡＩ、ＤＸセミナーを開講したので、今後は当校の講師に

て活用してゆきたい。 
 
・ ＡＩに関しても画像認識等、工場で使える技術についてセミナーとして活用して

いる。セミナー応募者も増えている。 
 
・ 特に応募者が減少傾向の科も、企業からの求人は多いとのことなので、その点の

高校生への周知を一層お願いしたい。 
 
・ 大学の傾向として高校生からの関心を高めるため「情報」などに関連した学科が
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多い。求人側の立場からすると「工学基礎」などの要素を増やしてほしい。 
 
・ ものづくり体験教室の取組みを活発にしてほしい。イベントにより小中学生への

福山校の知名度を上げられれば魅力向上にもつながる。 
 
・ 福山市も「子ども未来館」の検討を進めている。関連したイベントについて協力

できればありがたい。 
 
                                   以上 
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広島県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 

福山職業能力開発短期大学校部会委員名簿 

 

                                   

氏  名 
所 属 及 び 職 名 

山之上 卓 福山大学工学部教授 

橋本 敬治 
日本労働組合総連合会・広島県連合会 

東部地域協議会・福山地区連絡会事務局長 

小林 仁志 福山商工会議所専務理事 

松本 眞 広島県東部機械金属工業協同組合理事長 

高宮 正治 福山公共職業安定所長 

渕川 浩司 広島県商工労働局職業能力開発課長 

神原 明子 福山市企画財政局企画政策部長 

 


